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 Ｑ６－３－３  石 灰 窒 素 を用 いた大豆の深 層 施 肥 が注目されておりますが、ど

のような効果がありますか？  

 

Ａ６－３－３  大 豆 は 開 花 始 期 か ら の 約 40日 間 に 窒 素 の 全 吸 収 量 の 70％を吸

収することから、多収 生 産 のためには開 花 期 以 降 の窒 素 吸 収 を高 く維 持 するこ

とが大 切 です。  

開花始期以降の窒素利用率 を高めるため、播種直下 10cm ～20cmの位 置 に石 灰 窒

素 (D ： 10kg/10a ) を施用する深層施肥が明らかにされ、対照区に比べ収量、品質

ともに深層施肥で優っています。この理 由 として以 下 の利 点 が上 げることができま

す。  

① 耕 盤 が 地 表 下 2 0cm付 近 にあ り 、 施 肥 し た 肥 料 が 下 方 に移 動 し にくい。 

② 深 い施 肥 位 置 ほど、石 灰 窒 素 から尿 素 、アンモニアへの変 化 が遅 く、硝 酸  

化 成 を受 けにくい。  

③ 深 く施 肥 するほど、地 上 部 近 くに多 く着 生 する根 粒 の生 長 や活 性 を阻 害 し  

にくい。  

④ 深 い位 置 に施 肥 することにより、深 部 の根 の発 達 を促 し、土 壌 由 来 窒 素 も  

多 く吸 収 する。  

現 在 では、耕 うん同 時 畝 立 て＋ 深 層 施 肥 機 により石 灰 窒 素 を播 種 直 下 の

深 層 にスジ状 に施 肥 する小 畝 立 て施 肥 が行 われており、畝 の上 部 に播 種 する

ことにより湿 害 を回 避 できる利 点 があります。岩 手 県 で は 播 種 直 下 15cmの 位

置 で 石 灰 窒 素 30kg/ 10aの深 層 施 肥 試 験 を実 施 して います 。  

３年間の結果をみると深層施肥区は慣行区に比べ黄化葉が少なくなるなど後半の窒

素栄養が改 善 され、品 質 、収 量 が優 る結 果 になっております。 
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